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【建築ＣＰＤ情報提供制度認定プログラム・JSCA建築構造士登録更新評価対象講習（予定）】 20260827

札幌会場　１２月

構　造 壁量計算 入門編 　　　　対　面

構造設計シリーズ「木造の壁量設計演習」【建築基準法編】

　１2月2日（水）9:30～17:30 札幌
　北海道立道民活動センター
　かでる2･7　7階　710会議室
　(札幌市中央区北2条西7丁目道民活動センタービル)

５0名

＜建築基準法の木造壁量計算と北海道版設計支援ツールの説明＞

■ セミナーの特徴

　2025年4月から省エネ化等による建築物の重量化に対応するため必要な壁量等の基準が見直されまし
た。
　本セミナーは、木造住宅の設計に携わっている設計者の皆様、審査窓口で構造審査を行う職員の方々に、
改正後の基準を反映した木造の壁量設計のテキストに沿って、考え方の解説はもちろんのこと、木造軸組
工法の住宅モデルプランをもとに、実際に演習をしながら建築基準法の壁量計算を１日で学ぶ目的
で企画いたしました。
　また、多雪地域における道が公開する表計算ツールの活用方法についても詳しく説明します。

■ テキストの事前購入について

　テキストは、全国の書店、日本建築センター、
北海道建築指導センターで注文・購入することが
できます。是非、事前に購入して予習されることを
お勧めします。これにより、講義・演習の理解が
より深まります。

　「ひとりで学べる木造の壁量設計演習帳」
　　　　　　発行：（一財）日本建築センター
　　　　　　定価：4,950円

主　催 共　催

後　援  北海道、一般社団法人北海道建設業協会、一般社団法人北海道建築士会、一般社団法人北海道建築士事務所協会、
 一般社団法人北海道建築技術協会、一般社団法人北海道住宅都市開発協会、一般社団法人北海道ビルダーズ協会

※建築CPD制度の認定プログラムおよび(一社)日本建築構造技術者協会(JSCA)の建築構造士登録更新評価対象講習会です

開催日 開催地 会　　場 定員

時　　間 内　　容　
講　　師

都合により変更する場合があります。

9:30～17:30

（以下の講義と演習）
第１章　建築基準法・仕様規定による設計
　１【基準法】壁量設計とは、２【基準法】耐力壁のバランス検定（四分割法）
　３【基準法】接合部の設計、４【基準法】水平構面の役割とその重要性
　５【基準法】木材の品質、筋かいの品質、６【基準法】柱の小径
　７【基準法】その他の仕様、８【基準法】基礎の設計

 「ひとりで学べる
　木造の壁量設計演習帳」 著者
　　齊藤　年男　（株）細田工務店

設計支援ツール【北海道版】について　※別途資料配付予定 　北海道建設部住宅局建築指導課　職員

受講料（税込） テキスト代(税込) 備　　　考

一　般 22,000 円 4,950 円 　＜テキスト＞
　書籍名：ひとりで学べる木造の壁量設計演習帳
　発行所：日本建築センター
　発　行：第4版第1刷（2025年3月）
　ISBNコード：978-4-88910-197-3

日本建築センター
情報交流会正会員

18,700 円 4,450 円
北海道建築指導センター

情報会員

◆お問合せ先◆　　一般財団法人日本建築センター情報事業部　ＴＥＬ：03－5283－0477

※お申し込みは、右記QRコード（日本建築センターの講習会ページ；https://www.bcj.or.jp/seminar/）からとなります。（お
一人様あたり一お申し込みにてお願い致します。複数人でのお申し込みの場合は、それぞれお申し込み下さい）
※テキスト：購入のお申し込みをされた方には、当日お渡しします。購入されない場合は、必ずご持参下さい。
※筆記用具と電卓（四則演算機能のみで可）を必ずご持参下さい。
※講義中のＰＣ等の使用はご遠慮下さい。会場には、電源等の準備はありません。

申込QRコード

左記テキストでは、全国版の設計支援

ツール（表計算ツール）により解説しま

す。

そのほかに当セミナーでは道が公開して

いる、道内市町村における積雪荷重を反

映させた、

設計支援ツール【北海道版】

の説明も、予定しています。


